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EBPMの推進を担う⼈材の育成の在り⽅について
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⾏政改⾰推進本部事務局説明資料
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なぜ今EBPMの推進が喫緊の課題なのかWHEN

図︓アジャイル型政策形成・評価の在り⽅に関するワーキンググループ 提⾔〜⾏政の「無謬性神話」からの脱却に向けて〜（令和４年５⽉31⽇）概要資料から引⽤ 4

現状・課題
 環境の変化が早く、社会課題が複雑さや困難さの度合いを増し、先を⾒通しにくい状況
 ⼀⽅で、我が国の⾏政には、従来、いわゆる「無謬性神話」が存在するとの指摘
 「無謬性神話」にとらわれると、問題の先送りにつながり、結果として国⺠に不利益

⽬指すところ
⾏政の「無謬性神話」から脱却し、複雑かつ困難な社会課題に適時的確に対応できる、より機動的で
柔軟な⾏政への転換

 PDCAサイクルを回し、環境変化に対応しながら
政策効果を上げることを追求するダイナミック
（動的）なEBPM※

 経験のない課題について、考え得る最善の
政策でチャレンジし、トライ＆エラーで精度を
向上

※ Evidence-Based Policy Making: エビデンスに基づく政策⽴案

EBPMを進める背景・⽬的
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 EBPMを実践する上での基本解説書「EBPMガイドブック ver1.0」の公表令和４年11⽉
 事業のアクティビティ（例︓広報・普及啓発）の特徴ごとに、政策効果の測り⽅のヒントを整理したもの「アクティビティの特徴に応じた政策効果の測

定のポイント」の公表
 EBPM推進委員会等の推進体制整備（⾏政改⾰推進会議の下に整備）
 短期・中期・⻑期アウトカムを整理し、指標の設定理由・根拠を記載するなど⾏政事業レビューシートの記載内容の変更
 29テーマを重点フォローアップ対象事業として選定（伴⾛⽀援の実施）

第52回⾏政改⾰推進会議令和５年３⽉

 藤井内閣官房副⻑官補から、⾏政事業レビューを⾒直し、全ての予算事業にEBPMを導⼊した趣旨等について説明。次官以
下の幹部に周知徹底するよう指⽰

第１回EBPM推進委員会4⽉

 ４府省（法務省、外務省、国⼟交通省、原⼦⼒規制委員会）の改善例等について発表
 優良事業改善事例について報告

第２回EBPM推進委員会9⽉

（以下のEBPMに関する指摘あり）
 アウトカムの再検討、改善に資する更なるアウトプットの把握をすべき
 年限を区切った⽬標設定、都道府県レベルだけでなく国レベルのKPI設定をすべき
 事業の効果検証に必要なデータや情報をあらかじめ整理し、デジタルで取る準備をすべき
 現場の、より解像度の⾼いエビデンスを実装すべき

秋のレビュー11⽉

 特定の政策課題に関するロジックモデルの作成を通じて、EBPMの実践⽅法を学ぶ（講師︓⻲井善太郎先⽣）課⻑補佐級⾏政研修
 調査事業、審査・監督等のアクティビティを追加「⾏政事業レビューシート 政策効果の測定

のポイント」の改訂
12⽉

 「⾏政事業レビューシート作成ガイドブック」の発⾏
 ３府省（農林⽔産省、環境省、消費者庁）の省内体制整備事例等について発表

第３回EBPM推進委員会令和６年１⽉

 拠出⾦・分担⾦及び法執⾏事務の２分野におけるEBPM実践の考え⽅・具体的な⽅法や、レビュー推進チームと原課との間の
コミュニケーションの在り⽅について議論・取りまとめ

府省横断的ワークショップの実施・取りまとめ２〜４⽉

 「⾏政事業レビューシート作成ガイドブック」の改訂、「別冊１︓基⾦シート作成ガイドブック」、「別冊２︓⾏政事業レビューシー
ト・基⾦シート改善のヒント」、「別冊３︓⾏政事業レビューにおける⾃⼰点検のポイント」の発⾏

 ２府省（法務省、防衛省）から⼈材育成の取組・EBPM部局の取組事例について発表

第４回EBPM推進委員会９⽉

（注）そもそも、平成 30 年度に各府省に政策⽴案総括審議官等が設置された⽬的では、各府省庁におけるＥＢＰＭの推進を総括する「推進の要」として、⼈材の確保と適切な職務経験の付与等を通じた育成
に取り組むこととされており、ＥＢＰＭに関する知識だけでなく、業務に即して、実務的な思考経験や実践のためのノウハウの集積を職員に促すといった霞が関の⼈材育成も狙いとして含まれている。
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⾏⾰推進会議の下のEBPM推進体制

⾏政改⾰推進会議 （平成２５年１⽉２９⽇ ⾏政改⾰推進本部決定）
議⻑ ︓ 内閣総理⼤⾂
副議⻑ ︓ ⾏政改⾰担当⼤⾂、内閣官房⻑官、総務⼤⾂、財務⼤⾂
構成員 ︓ 内閣総理⼤⾂が指名する国務⼤⾂及び⾏政改⾰に関し優れた識⾒を有する者

のうちから内閣総理⼤⾂が指名する者

EBPM推進委員会
会⻑ ︓内閣官房副⻑官補（内政担当）
副会⻑ ︓内閣官房内閣審議官（⾏政改⾰推進本部事務局⻑）
構成員 ︓内閣府政策統括官（経済社会システム担当）

デジタル庁統括官（戦略・組織担当）
総務省⾏政評価局⻑
総務省政策統括官（統計制度担当)
各府省庁のEBPM統括責任者（政策⽴案総括審議官等）

助⾔等

⾃⼰点検・⾃⼰改善
EBPM・歳出改⾰等有識者グループ
構成員 ︓⾏政改⾰推進会議の了承を得て、

⾏政改⾰担当⼤⾂が指名する者

第三者点検

各府省庁⾏政事業レビュー推進チーム
構成員︓統括責任者︓官房⻑等

副統括責任者︓会計課⻑等
その他、ＥＢＰＭ的観点からの議論の促進や政策評価との連携等、地⽅⽀分部局等を含めた関係者が
連携・協⼒できるよう、関係する幹部、管理職職員等を各府省庁で適切に選任、参画

EBPM推進の⽅針を提⽰

各府省の点検・検証等に随時参画

レビューシートの品質管理
（政府全体）

レビューシートの品質管理
（個別事業）

WHO EBPMの推進の担い⼿と役割
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 「⾏政事業レビュー推進チーム」の設置
各府省庁における⾏政事業レビューの推進にあたっ

ては、官房⻑等を統括責任者とし、EBPM的観点か
らの議論の促進や政策評価との連携等、地⽅⽀分
部局等を含めた関係者が連携・協⼒できるよう、各
府省庁の組織体制に応じて関係する幹部、管理職
職員等を各府省庁で適切に構成員を選任した、「⾏
政事業レビュー推進チーム」を設置する。

 外部有識者による客観性の担保
外部の視点を活⽤したレビューの実施に取り組むため、
外部有識者によって構成される、外部有識者会合
等を設置。併せて、EBPM・歳出改⾰等有識者グ
ループによる外部評価等への参画。

 事業所管部局内の体制構築
各事業所管部局においては、取りまとめ課（総務課
等）を中⼼として事業所管課、地⽅⽀分部局等と
の連携・協⼒体制を構築する。
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各府省庁における⾏政事業レビューの推進
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への参画
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⾃⼰点検には、過去の振り返りに
とどまらない、政策効果をより⾼め
るための準備となる⼩さなPDCA
サイクルが含まれる。
（ダイナミックなEBPMの前提になるもの）

DD
PP

CC

AA
【点検は基礎的な
EBPM推進の要】 ❶事業所管部局による点検・改善

❸⾏政事業レビュー推進チームの所⾒に⾄る過程及び所⾒

❹所⾒を踏まえた改善点・概算要求における反映状況

❺過去に受けた指摘事項と対応状況

点検結果

⽬標年度における効果測定に関する評価
改善の⽅向性

所⾒ 詳細

改善点・反映状況

公開プロセス・秋の年次検証（秋のレビュー）における取りまとめ

詳細 反映額

その他の指摘事項

予算編成・翌年度予算案閣議決定・予算執⾏

❷外部有識者による
点検

所⾒
点検対象

書⾯点検対象
❷外部有識者による

点検

公開プロセス結果概要

公開プロセス対象

9⽉
↓

12⽉

9⽉
↓

12⽉

4⽉

↓

6⽉

4⽉

↓

6⽉

7⽉

↓

8⽉

7⽉

↓

8⽉

1⽉
〜↓
3⽉

1⽉
〜↓
3⽉

点検（C）のメインイベントであるが、ダメ出しを受ける場とするのでは
なく、改善（A）に向けて「どうしたらいいのか」の具体的なアイデアをも
らうための場とする。
そのためには、前向きな論点設定と、知恵をいただける有識者が必要。

⾃⼰点検の中には、
・ロジックモデルや指標の⾒直しなど企画（P）に該当する営みのほか、
・データやエビデンスを収集する事業実施（D）の営み、
・データやエビデンスを踏まえた点検（C）の営み、
・点検結果を踏まえた改善策（A）の検討 が含まれる。

ここで、改善（A）を具体的に書くためには、
前段の❶、 ❷、 ❸のプロセスでの議論の充実が不可⽋と
なる。

WHAT

11

具体的な進め⽅

追加の仕事にせず、毎年の仕事に付加価値をちょっとつけていく感じで無理なく進める

⾏政事業レビューシート作成ガイドブック 別冊３Ver1.0（令和６年９⽉26⽇）から引⽤

レビューシート作成による毎年度の点検
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WHY なぜ推進が思うように進まないのか、推進のボトルネックは

⾏政事業レビューシート作成ガイドブック 別冊３Ver1.0（令和６年９⽉26⽇）から引⽤

いい事業になる、いい働き⽅につなげるための「点検・⾒直し」「点検・⾒直し」の誤解

「基礎的なEBPMの実践」の重要性は、政策判断の精度を向上させ、政策⽴案者が⾃ら
の政策⽴案(policy making)に活かすこと
・「Evidence-Based」が強調されがちだが、むしろ、政策の⽴案・機動的な改善＝「Policy Making」を通じて社会
課題を解決することが肝であり、それを⾏政官としての当然の営みと意識して取り組むべき
・短期間で社会情勢が⼤きく変化する中で、⼀度政策を始めたら変えないことを良しとしてしまうと、もはやその政策効果を
届けるべき⼈に効果的に届けることができない事態になってきた
・チェックするサイクルを早くしないと、結局は後処理の負担が⼤きくなり、⾏政にとっても国⺠にとってもマイナスとなってしまう

「基礎的なEBPMの実践」の重要性は、政策判断の精度を向上させ、政策⽴案者が⾃ら
の政策⽴案(policy making)に活かすこと
・「Evidence-Based」が強調されがちだが、むしろ、政策の⽴案・機動的な改善＝「Policy Making」を通じて社会
課題を解決することが肝であり、それを⾏政官としての当然の営みと意識して取り組むべき
・短期間で社会情勢が⼤きく変化する中で、⼀度政策を始めたら変えないことを良しとしてしまうと、もはやその政策効果を
届けるべき⼈に効果的に届けることができない事態になってきた
・チェックするサイクルを早くしないと、結局は後処理の負担が⼤きくなり、⾏政にとっても国⺠にとってもマイナスとなってしまう

公開プロセスをクリエイティブな議論を⾏うトレーニングの場にする
・事業が上⼿くいっていない場合には、どうやったらそれを改善できるかを議論する
・事業担当部局・推進チームと有識者の間で、いかに課題を共有して⼀緒に改善策を考えていくかという雰囲気作りが
重要
・⼀定の負担はかかるが、真摯に取り組むことで事業の⾒直しを通じた政策効果の⼀層の発揮につながる
・事業改善のヒントを⾒いだす成功体験の積み重ねで、⾏政官としての政策⽴案スキルを向上させる

公開プロセスをクリエイティブな議論を⾏うトレーニングの場にする
・事業が上⼿くいっていない場合には、どうやったらそれを改善できるかを議論する
・事業担当部局・推進チームと有識者の間で、いかに課題を共有して⼀緒に改善策を考えていくかという雰囲気作りが
重要
・⼀定の負担はかかるが、真摯に取り組むことで事業の⾒直しを通じた政策効果の⼀層の発揮につながる
・事業改善のヒントを⾒いだす成功体験の積み重ねで、⾏政官としての政策⽴案スキルを向上させる

EBPMの点検・⾒直しを⾃分事にする
・レビューシート作成を通じた「基礎的なEBPM」の実践は、担当者が⾃らの頭で考える、⾃分が⾏っていることで何か変
なことが起きていないかどうかを⽇々の業務の中で⾒ていくという、極めて泥臭い政策過程や調整の話であり、政策⽴案者
誰しもが⾏う⽇常的な政策プロセスの⼀部である
・「⾃分が担当している業務がどのような効果をあげているか、どうやったらよりよくできるか」という⾏政官が本来持っている
良⼼に従って最善策を検討すべき

EBPMの点検・⾒直しを⾃分事にする
・レビューシート作成を通じた「基礎的なEBPM」の実践は、担当者が⾃らの頭で考える、⾃分が⾏っていることで何か変
なことが起きていないかどうかを⽇々の業務の中で⾒ていくという、極めて泥臭い政策過程や調整の話であり、政策⽴案者
誰しもが⾏う⽇常的な政策プロセスの⼀部である
・「⾃分が担当している業務がどのような効果をあげているか、どうやったらよりよくできるか」という⾏政官が本来持っている
良⼼に従って最善策を検討すべき

やらされ感から
後ろ向きな対応をしたり

後回しにしたり
してしまう

事業の効果に〇×をつける
あるいは

上⼿くいっていないから
「ダメ」と判定をする、
対決型のやりとりに

なってしまう

「どうやり過ごすか」
「何とかここを乗り切ろう」

という発想から
防御的なコミュニケーション

を取ってしまう



なぜ ⋙ なぜ推進が思うように進まないのか、ボトルネックは

なにを ⋙ 具体的な進め⽅

だれが ⋙ EBPMの推進の担い⼿と役割

どこで ⋙ 政府におけるこれまでの取組状況

いつ ⋙ なぜ今EBPMの推進が喫緊の課題なのか

WHY

WHO

WHERE

WHAT

WHEN

HOW

⾏政事業レビューにおける「基礎的なEBPM」の推進

どうやって ⋙ 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
Policy Makingの質を向上させるか
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－１－ EBPM推進体制の強化（各府省庁内におけるEBPM定着に向けて）

HOW 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
Policy Makingの質を向上させるか

15第３回ＥＢＰＭ推進委員会（令和６年１⽉18⽇）資料

⾏政事業レビュー推進チームの体制
強化とロジックモデルの精緻化

（農林⽔産省）

第３回ＥＢＰＭ推進委員会（令和６年１⽉18⽇）資料

省内タスクフォースによる
レビューシートのクロスチェック

（環境省）
弾⼒的な体制により、政策評価・レビューを
⼀体的に運⽤するチーム体制を取るとともに、
⺠間コンサルタントも活⽤した外部点検の強
化に取り組む。

⼤⾂官房のレビュー担当、EBPM担当だけ
でなく、各局の総括補佐をチーム体制に組
み込み。
各局の総括補佐は、所属部局以外の部局
のシートを確認するなどのクロスチェックを⾏い、
⾃らの部局の類似事業の参考とする取組を
⾏う。

各府省庁における体制構築とレビューの取組
の各フェーズでのサポートのイメージを図⽰。

（レビューシート作成ガイドブックの作成（令和６年４⽉）

 各府省庁の政策⽴案審議官等を構成員とするEBPM推進委員会において、EBPM担当部局の
役割の実践例を⽰し、各府省庁でのEBPM定着に向けた体制整備を促す。（令和６年１⽉）

 レビューシート作成ガイドブックを通じて、EBPM
推進体制の構築を要請。（令和６年４⽉）



－２－ レビューシートの考え⽅と具体的⽅法を⽂書化（各府省庁内におけるEBPM定着に向けて）

HOW 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
Policy Makingの質を向上させるか
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⾏政事業レビューシート作成
ガイドブックの発⾏
・令和６年９⽉ Ver.1.1
・令和６年４⽉ Ver.1.0
・令和６年１⽉ 暫定版の提供

令和4年度に実施した試⾏版レビューシー
ト作成（128事業）の取組、令和５年
度からの新様式でのレビューシート作成を
通じた各府省庁の気づきを基に、レビュー
シートを政策⽴案や予算要求という将来
に向けての「意思決定」の⼀環として積極
的に活⽤し、基礎的なEBPMを実践する
ための考え⽅・具体的な⽅法を整理。

各府省庁において⾏政事業レビューを通じた
基礎的なEBPM実践を推進するための基本
的な考え⽅

各府省庁の⾏政事業レビューシートの品質管
理を担う推進チーム構成員・レビューシート作
成責任者である事業所管部局の課室⻑、レ
ビューシート作成担当者が共通して理解すべ
き考え⽅

実際のレビューシート作成時に留意すべき
各欄記載のポイントやケーススタディ



－３－ 取組１年⽬の伴⾛⽀援を経て⾒えてきた効果発現の経路のつくり⽅を⽂書化

HOW 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
Policy Makingの質を向上させるか

⾏政事業レビューシート
政策効果の測定のポイント
・令和５年12⽉ 改訂版の提供
・令和４年11⽉ 初版を公表
（旧題「アクティビティの特徴に応じた政策
効果の測定のポイント」）

令和4年度に実施した試⾏版レビューシート
作成（128事業）時の⾏⾰事務局・総務
省⾏政評価局による伴⾛⽀援で得たノウハ
ウを基に、具体的な活動（アクティビティ）の
特徴ごとにどのような効果を上げているか、ま
た、どのような考え⽅なのかなどを整理。
※令和６年度のレビューシート・基⾦シートを分析
し、年度内に更新版を提供予定。

共通認識を醸成する
レビューシート作成による「基礎的な
EBPMの実践」とは何かについて、「過
去の事実の説明」ではなく、「政策効
果の発現経路と⽬標をロジカルに説明
し、データに基づいて⾒直す」取組であ
る、という基本的な考え⽅を整理。

取組の敷居を低くする
作成担当者が、作成中のレビューシー
トをどのようにブラッシュアップできるか検
討する際に、担当事業を構成するアク
ティビティの分類を確認した上で、各ア
クティビティの効果測定⽅法や、アクティ
ビティの特徴を踏まえた考え⽅の具体
例（各論）を参照することで、
【EBPMの実践に適切な⽬標・指標の
設定】等の⼀助となることを意図。

政策の「型」を⾒せ
実務に役⽴ててもらう

事業を構成するアクティビティに着⽬し、
アクティビティの特徴から、事業の効果の
「測定のポイント」を抽出することで、効
果発現の経路のつくり⽅を指南。
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RSシステム
（令和６年4⽉稼働開始）

（令和６年８⽉開設）
https://rssystem.go.jp/top

府省庁職員等がシ
ステム上で⼊⼒。
システム連携により
⼊⼒の効率化と
データの正確性向
上を実現。

利⽤者の関⼼に応
じた事業の検索
（事業名、予算額、
予算額増減、執⾏
額、⽀出先等）が
可能。

システム上での外
部有識者点検の
実施やワークフロー
による公開処理が

可能。

財政当局

18

 令和５年度から、EBPMの⼿法を取り⼊れ、予算編成過程で積極的に活⽤するとともに、成果⽬標に照らした政策効果の点検と改善を徹底すべく、レビューシー
トを⾒直し。並⾏して、シート作成の負担軽減等を⽬的としてRSシステム（レビューシートシステム）を開発。

 令和６年４⽉から、 23の府省庁が利⽤する、府省庁共通システムとして、 RSシステム（レビューシートシステム）の稼働を開始。令和６年９⽉には、「⾏政事
業レビュー⾒える化サイト」 において、RSシステムを活⽤した⾏政事業レビューシート等を⼀元的に公開。

連携システム

GIMA 法⼈番号
公表サイト

e-Gov
法令検索

研究者

国⺠

インターネット

シート検索 集計・分析

外部有識者

23府省庁

シート作成 管理・公表

独⽴法⼈等
インターネット

⾏⾰事務局

GSS
ネットワーク

＜格納データ＞
レビューシート︓2021年度以降

セグメントシート︓2021年度以降
基⾦シート︓2023年度以降

データベース

HOW 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
Policy Makingの質を向上させるか

－４－ レビューシートの⾒直しとRSシステムによる作成・公開

EBPMの⼿法を導⼊
・政策効果の発現経路の考え⽅
の記載を徹底
・事業の性質に応じて柔軟に成果
⽬標を記載できるよう成果⽬標の
段階（短期・中期・⻑期）設定
を弾⼒化
・成果⽬標の⽬標年度等におけ
る効果確認やそれに伴う改善を
徹底するため、記載欄を追加

府省庁単位で、
レビューシートの集
計・分析が可能。



－５－ 伴⾛⽀援で実践、現場の困りごとを解決（各府省庁内におけるEBPM定着に向けて）

HOW 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
Policy Makingの質を向上させるか

専⾨家の活⽤・ブレイクスルー
活⽤事例︓
・省内展開にふさわしい事例の選定についての
助⾔（国⼟交通省）

EBPM補佐官制度の活⽤
（令和４年度運⽤開始）

EBPMの実践に有⽤な専⾨的かつ
実践的な知⾒・経験を有する専⾨
家等をEBPM補佐官としてプールし、
府省庁の政策担当部局、EBPM推
進部局等からの相談依頼に応じて
派遣し、 各種相談対応や助⾔等を
⾏い、機動的で柔軟な政策形成・
評価の実践を⽀援

悩みの共有・「場」の提供
令和５年度のレビューを経て、各府省庁
の悩み・要望を収集し、令和６年度の取
組開始に向け、⼼理的安全性を確保した
場で議論し、その結果を広く共有。

府省横断的ワークショップの
開催
（令和６年１⽉〜４⽉）
基礎的なEBPMの実践が難しいとの
声が多かった「拠出⾦・分担⾦」、
「法執⾏事務」の分野についてワーク
ショップを開催し、レビューシート作成
のヒントを整理・各府省庁に提供

※事業所管課室だけでなく、各府省
庁のEBPM部局、会計課の担当者に
も参加してもらい、レビューシート改善に
向けた省内コミュニケーションの実践の
機会としても活⽤。

・ＲＳの品質管理のためにEBPM推進部局と
して果たすべき機能やプロセスについての助⾔
（防衛省）
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－６－ 専⾨的知⾒の提供により各府省のEBPMの実践を後押しする「総務省⾏政評価局」の取組

HOW 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
Policy Makingの質を向上させるか

20

国内外のEBPM関係の先⾏研究
に関する知⾒の整理・提供

 令和５年度に実施した計４回の研修に、
各府省から約600⼈の職員が参加

各府省の職員が政策効果の把握・分析を
⾏う際の参考となるよう、国内外のEBPM
に関する研究論⽂を収集するとともに、学
識経験者による解説を提供する研修を実
施（令和５年度〜）

政策効果の把握・分析⼿法の
実証的共同研究で

各府省の評価をサポート

 令和５年度までに16テーマで実施

各府省のEBPMの実践を後押しするため、
⾏政評価局、政策所管府省及び学識経
験者が共同し、各府省の具体の政策につい
て、ロジックモデルの作成から調査設計、
データ収集、統計分析を実施（平成30年
度〜）

※ なお、⾏政評価局の若⼿職員（本省・管区）を中⼼に、具体的な事例を題材として効果分析の⼿法や考え⽅を習得する約半年間の研修を実施し、各府省の
EBPMの実践を後押しする⼈材を継続的に育成している

左記①及び②で得た知⾒をアクティビティごとに整理、
分類して各府省に提供するとともに、実務での活⽤を
後押しするため研修を実施

効果的な政策⽴案・改善に向けた
政策評価のガイドライン
・令和６年３⽉ 初版を公表

 令和６年度に実施した計５回の研修に、各府省から約
400⼈超の職員が参加

＃7119導⼊済地域と未
導⼊地域の搬送者数の
差が施策導⼊前後でどう
変化したかを把握・分析



－７－ 会議等を通じたEBPM部局や会計課の機能を再定義し、徹底

HOW 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
Policy Makingの質を向上させるか

※各府省のEBPM部局、会計課担当課室⻑をメンバーとする会議

・ワークショップの結果報告と今後の進め⽅
・予算編成過程でのレビューシートの活⽤事例
・政策評価書等の政策⽴案・改善への活⽤事例
・オンライン調査など調査負担軽減の取組
について説明

各府省⾏政事業レビュー推進チーム
会議※を開催（令和６年５⽉）

解説会や動画による徹底
（令和６年４⽉）
⼈事異動期を捉え、ガイドブックなどの解説会を
開催・動画をいつでも⾒れるようにアーカイブ化
※EBPM部局、会計課、原課から４５０⼈超が視聴

府省庁横断の研修の実施
（⼈事院⾏政研修（課⻑補佐級）
（令和４年11⽉、令和５年11⽉））

※今後も継続して実施予定

EBPMを理解し、実践する職員を増やす
政策⽴案の精度向上に向けた課題、アジャイルな政策
形成が求められる背景を学ぶ場や、コミュニケーションツー
ルとしてロジックモデルについて実践する機会を提供。

21このほか、各府省庁の政策⽴案審議官等を構成員とするEBPM推進委員会を定期的に開催し、⾼いレベルで検討すべきEBPMの体制整備や⼈材育成などの取組を共有し、横展開をしている。



－８－ 基⾦点検・⾒直しの経験を踏まえ、基⾦シートの考え⽅と具体的⽅法を⽂書化

点検時のチェックポイント
の精緻化

基⾦シート作成を通じた基⾦の点検
において、基⾦事業所管部局及び推
進チームが押さえるべきポイントを詳述
するとともに、各事業の性質に応じた、
【必要性の検討】、【効果発現経路の
設定】、 【効果検証】の取り組み⽅に
ついて、考え⽅のヒントを整理。

HOW 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
Policy Makingの質を向上させるか
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基⾦シート作成ガイドブック
の発⾏

・令和６年９⽉ Ver 1.1
・令和６年７⽉ 暫定版Ver2の提供
・令和６年５⽉ 暫定版の提供

「基⾦の点検・⾒直しの横断的な⽅針
（令和５年12⽉10⽇⾏政改⾰推進
会議決定）」に基づく総点検の取組を
基に、基⾦シート作成による基⾦事業
のEBPMを徹底するための考え⽅・具体
的な⽅法を整理。

基⾦の特性を踏まえた
PDCAのあり⽅を⾔語化

社会経済情勢の変化や執⾏状況等
を踏まえ、【基⾦⽅式の必要性】や【成
果の達成状況】、【執⾏⾒込み】等に
ついて、各府省庁での毎年／⽬標年
度の⾃⼰点検・検証と事業の⾒直し
の観点を整理。

基⾦全体の点検・⾒直し
結果の報告
(令和６年４⽉⾏政改⾰推進会議)

定量的なアウトカムの設定・
終了予定時期の設定と

成果検証
「基⾦の点検・⾒直しの横断的な⽅
針（令和５年12⽉10⽇⾏政改⾰
推進会議決定）」に基づき、基⾦全
体の点検・⾒直しを実施。普段の点
検・検証を実現すべく、定量的なアウ
トカム・終了予定時期を設定。



－９－ 実例（現時点で、「ベスト」ではなくとも、いい取組）に基づく「あるべき姿」の可視化

基⾦点検を通じて得られた
ナレッジの横展開

令和５年度の基⾦点検の取組を通じ
て、【定量的なアウトカムの設定】等に
より事業の効果を具体的に把握できる
ような効果発現経路を⾒直しを⾏った
実例をもとに、 「基⾦は予⾒可能性が
低いためPDCAに向かない」との誤解を
打ち消し、改善するための知⾒を整理。

HOW 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
Policy Makingの質を向上させるか
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⾏政事業レビューシート・
基⾦シート改善のヒント
（事例集）の提供
・令和６年９⽉ Ver 1.0
※ワークショップや公開プロセスの成果も踏
まえた令和６年度公開シートの事例を追加

・令和６年５⽉ 暫定版

令和4年度に実施した試⾏版レビューシート
作成（128事業）の取組、令和５年度か
らの新様式でのレビューシート作成を通じた各
府省庁の気づきを基に、レビューシートを政策
⽴案や予算要求という将来に向けての「意思
決定」の⼀環として積極的に活⽤し、基礎的
なEBPMを実践するための考え⽅・具体的な
⽅法を整理。

各府省庁の取組成果から
改善のヒントを抽出

令和５年度の重点フォローアップ、ワー
クショップ及び令和６年度の公開プロ
セス対象事業を始めとして、【事業の
解像度をあげる】、【プロセスを刻んで
考える】ことにより効果発現の経路を再
度整理した好事例について、実際のレ
ビューシートの改善前後を⽐較し、改
善のヒントについて解説。

ゼロベースで⾒直すための
とっかかりを⾔語化

ガイドブック（＝EBPM実践の教科
書）を参照してもなお、実際に効果
発現経路の改善が困難との各府省庁
からの声を受け、ゼロベースで⾒直す
際の⼿順・考え⽅を提⽰。



－10－ 効果検証にとどまらず、次のA（改善）につながる点検を徹底するためのアプローチ
意識改⾰

毎年度の点検と⽬標年度における
効果測定を政策の⾒直し・改善に
確実につなげるための考え⽅と⼼
構えを整理。

HOW 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
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⾏政事業レビューにおける
⾃⼰点検のポイントの発⾏
（令和６年９⽉）

事業所管部局へのアプローチ

令和６年６⽉の⾏政改⾰推進会議におい
て「レビューの際の論点設定をしっかり前向き
なものにすることが重要」、「PDCAの「A」の
具体的なアイデアを引き出すような、伴⾛型
の有識者を増やしていくこと」、「各省による⾃
⼰点検のレベルが上がるように注⼒いただき
たい」といったご意⾒があった。
このため、各府省庁において⾃ら⾏う事業の

点検の質を向上させ、事業のPDCAサイクルを
回すための、事業所管部局による⾃⼰点検
の基本姿勢とポイント、公開プロセスを事業
改善の加速化につなげるための推進チーム
の役割と論点設定のあり⽅等を改めて整理
したガイドブックを別冊３として提供。

推進チームへのアプローチ
公開プロセスにおけるコーディネータと
しての役割や論点設定のあり⽅、外
部有識者指摘を活かしたレビュー
シート改善を促進するための推進
チーム点検の具体的な⽅法を提⽰。

公開プロセスでの
前向きな論点の設定

 事業の改善に向けて外部からの意
⾒を聞きたい点を明確にする

 事業のボトルネックや悩みを洗い出
し、それを解決するための知恵をも
らうための問いかけを考える

 アウトカム設定について有効性の観
点などから意⾒交換できるよう、
EBPMを意識した質問とすること

といった論点設定のポイントと改善の
ヒントや具体例を提⽰。

レビューシート作成による毎年度の点
検（実績のモニタリング）と⽬標年
度における効果測定（政策⽬的の
達成に向けた事業改善や政策オプ
ションの⾒直しなどを実⾏）の基本
姿勢とポイントを整理。



EBPMは、ともすればEvidence Basedの部分が強調されがちであるが、⽬指すべきは変化の激しい時代において、環境変化に対応しながら
政策効果を上げることができるようなPolicy Makingを進めていくこと。
⾏政事業レビューを通じた、いわゆる「基礎的なEBPM」の実践とは、部局が普段から考えているであろうことをロジカルに、データに基づいて説得

的に記述し、①現状・課題の分析、②ロジックモデルの構築（効果を把握するアウトプット・アウトカムの設定）、③点検・改善を適切に⾏い、政
策の改善につなげていくこと。その際、どのように政策効果を⾼められるかという観点から政策担当部局内で⾏われた議論や、政策担当部局ととり
まとめ部局との議論についてもレビューシートに現れていることが望ましい。

⾏政事業レビューを活⽤した基礎的EBPMの推進（イメージ図）

①現状・課題の分析①現状・課題の分析 ②ロジックモデルの構築②ロジックモデルの構築 ③点検・改善③点検・改善

現状・課題の把握

（ファクト・データを明記）

現状・課題

⽬指す姿
⻑期アウトカム・インパクト

事業の⽬的

政策⼿段の検討

（類似事業の効果や事業体系など参照）

事業の概要

アクティ
ビティ

アウト
プット

短期
アウトカム

中期
アウトカム

⻑期
アウトカム

インプット

効果が把握でき、改善につながる指標の設定効果が把握でき、改善につながる指標の設定

事業や施策についての意思決定は幹部職員が⾏うこと
から、幹部職員が普段考えている、所管する事業や施
策の⽬的や効果などを若⼿職員に伝えていき、若⼿職
員も主体的に政策⽴案に参加する中で、共通理解を得
られたロジックに基づいたレビューシートとすること
が重要

モニタリング・効果測定
（指標のデータや定性的なファクト）

⾃⼰点検・外部点検
点検結果

改善策の検討
改善の⽅向性

外部有識者による点検

⽬標年度における効果測定に関す
る評価

公開プロセス
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地⽅公共団体

HOW 基礎的なEBPMの実践を通じて、いかに政策効果を⾼め、
Policy Makingの質を向上させるか

事業所管課
推進チーム

財政当局
（査定部局）

他府省
・関係機関

会計
部局

EBPM
部局

外部有識者

国⺠

省内

政府内

政策⽴案・改善プロセスにおいて、政策効果発現
の経路を議論し、事業所管部局が⽬指す効果や
⽬論⾒、改善の「意思」を引き出す

コミュニケーション

過去の知⾒の共有や
他制度とのすみわけ

コミュニケーション

選定した事業や論点に
的確に知恵を出してい
ただき、担当部局の前
向きな対応を引き出し
てもらう

コミュニケーション

ワイズスペンディングの観点から
政策を⽴案・事業を改善

コミュニケーション

⾏⾰事務局

・管理職がマネジメントを発揮しつつ、若⼿も参画して、事業の
効果を⼀層⾼めるための議論を⾏うことで、時代に求められる
政策⽴案・改善を実現する。
・レビューシートへのドキュメンテーションを通じて知⾒の継承・組
織⼒の強化につなげる。

コミュニケーション

レビューシート作成・公表を通じて国⺠に分か
りやすく政策⽴案・事業改善の取組を伝える

コミュニケーション

⺠間事業者等

・執⾏のあり⽅を⼯夫・改善し、
政策効果を⾼める
・現場の知恵を引き出す
・データに基づき、⾏政の現場
にインサイトを与える

コミュニケーション
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STEP①

現状・課題の分析
STEP②

ロジックモデルの構築
STEP③

点検・改善



EBPMの推進を担う⼈材の育成の在り⽅について（論点）

１ 【事業所管部局】や【EBPM推進部局】の担当者の理解・能⼒向上のためにどのような
取組が考えられるか。
 EBPMに係る業務を通じて担当者の理解・能⼒が向上し、さらなるEBPMの定着につながっていくという、EBPMの定着と⼈材育成の好循環が⽣まれるこ

とが重要ではないか。
 レビューシートに基づいて議論する場（秋のレビュー、公開プロセス）を⼀過性のものとせず、いかに担当者の能⼒向上につなげるか。

２ 事業の⽬的や課題認識、⽬指す効果についての共通認識を持ち、若⼿職員が政策⽴
案に主体的に関与することは、若⼿職員の能⼒・モチベーションの向上にもつながりうるが、
どのような取組を進めていくことが有意義か。
 レビューシートの作成実務は【係⻑・係員といった若⼿職員】が中⼼になって担っているが、事業や施策の実施に関する意思決定を【各府省の幹部・管理

職】が担っていることを踏まえ、⼈材育成の観点からも幹部・管理職の関与のあり⽅を⾒直すべきではないか。

３ 今後、国の職員が効果測定を進める場⾯が増えると想定される中、どのような取組を
進めていくべきか。各府省の【事業所管部局】や【EBPM推進部局】などの役割、【⾏政
改⾰推進本部事務局等】の役割はどういうものが考えられるか。
 それぞれが役割を効果的に発揮するために求められる⼈材像とは。
 予算事業の指標設定を求めていく中で、現場の負担にも留意した調査設計（リサーチデザイン）（集めるデータの絞り込み、重複調査等の排除）など

が求められる場⾯も増加しているのではないか。 27

（注）令和６年11⽉に実施した秋の年次公開検証において⽰された論点を再掲したものであり、これ
らの論点についての取りまとめは、令和６年12⽉19⽇に⾏政改⾰推進会議において決定済である。


